
 

 

予算案解説 

① 投稿数増加見込みのため増額。 

② 会員数減少のため減額。 

③ 会員数減少のため、減額。 

④ 創設 15 周年記念事業を並行していることと、昨年の実績から減額。 

⑤ 会員数減少のため減額。 

⑥ 昨年の実績から減額。 

⑦ 昨年の実績から減額。 

⑧ 昨年の実績から減額。 

⑨ 個人会員は現在、在外会員を含めて 188 名であるが、在外会員(30 名)は会費免除のため、昨年の実績（1,095,000

円）を鑑みて 158 名×75％で予算化 

⑩ 早稲田大学からの学会事務局費補助金。 

⑪ 国立情報学研究電子図書館より、同事業を終了する方向での検討に入ったとの連絡があり、2016 年度以降の頒布につ

いては未定。 

 

パーソナルファイナンス学会 

2015 年度（第 16 期） 予算案 

（自 2015 年 4 月１日 至 2016 年 3 月 31 日） 

支出の部 収入の部 

WEB ジャーナル刊行費① 200,000 個人会費⑨ 1,185,000 

学会賞関係費 50,000 賛助会費 900,000 

大会準備校補助金(含国際交流費）② 600,000     

部会運営費（西部部会:15 万円、東部部

会：5万円）③ 
200,000 小 計 2,085,000 

研究助成 上限 20 万円 1 件④ 200,000 学会運営補助金⑩ 50,000 

出張旅費 100,000 受取利息 200 

業務委託費⑤ 972,000 論文頒布⑪ 130,000 

事務用消耗品費 5,000 小 計 180,200 

通信費⑥ 80,000 前期繰越金 4,266,636 

印刷費⑦ 50,000   

会議費 10,000 
 

  

支払手数料 10,000 
 

  

雑費⑧ 5,000 
 

  

小 計 
2,482,800 

（－216,800）  
  

予備費および次期繰越金 4,049,836     

合 計 6,531,836 合 計 6,531,836 


